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【空家等活用促進区域に係る空家等活用促進指針】

（１） 空家等及び空家等の跡地の活用に関する基本的な事項

 
（２）  活用することが必要な空家等の種類

（３） 誘導用途

（４）その他

全ての空家等

区域内においては、市広報やホームページ等による各種の情報発信等や市空き家流通促進プラット
フォームと連携した相談対応を通じた空家等の活用の促進に関する情報提供を重点的に行うことにより、
空家等の誘導用途としての活用を要請・あっせんすることとする。

店舗、飲食店その他これらに類する用途に供するもの

  Ａスクエア周辺（旧セメント町商店街周辺）は、明治１４年（1881年）に民間初のセメント製造会社、小

野田セメント株式会社（現在の太平洋セメント株式会社）が設立されて以降、工場の門前町として形成、
発展してきた地区である。かつては市役所がおかれ、銀行や多くの商店が立ち並ぶ、名実ともに小野田
の中心市街地であったが、市役所の移転、大型ショッピングセンターの開業、幹線道路沿道への大型
店舗出店に伴い、平成に入ってからは商店街の機能は失われた。近年では、一部で住宅への建替えが
進む一方、昭和に建てられた木造店舗兼住宅も空き店舗となって多く残されている。第二次山陽小野
田市総合計画においても、本地区は商業集積拠点として位置づけられており、令和６年度の商工セン
ター跡地へのＡスクエアの開設を契機に、にぎわいを醸成するため空き家、空き店舗を活用した飲食店
舗等、地域コミュニティの活動拠点施設等地域の活性化の用に供する施設への用途変更や建替え等を
促すこととする。
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今後の動き

活用者希望者情報の提供

空き家所有者等 空き家活用者

空き家活用の相談

所有者等情報の提供

促進区域設定の説明

山陽小野田市

所有者等と活用希望者者
とのマッチング

当事者間で交渉・契約に市は介入しない

補助金制度の案内

関係課との連携による相談対応

空き家所有者と空き家活用者との交渉・契約

補助金の申請

活用希望に関する
情報提供・聞き取り

空き家活用の検討

２

空き家活用の検討を依頼
誘導用途（店舗や飲食店等）に

供するよう要請

店舗開設の相談等

活用の可否を判断



〇老朽危険空家等除却促進
補助金

➢ 危険な空き家の解体費用に
対する補助

➢ 補助率 1/3
➢ 上限額 50万円
〇空き家利活用改修補助金

➢ 空き家バンクを通じて購入し
た空き家の改修費用に対す
る補助

➢ 補助率 １/2・1/3
➢ 上限額 100万円･50万円･

 25万円
〇空き家家財道具等処分費
補助金

➢ 空き家バンクに登録した空き
家の家財道具の処分費用に
対する補助

➢ 補助率 1/2
➢ 上限額 10万円
〇地域コミュニティスペース
促進事業補助金

➢ 空き家を活用し、地域コミュ
ニティの維持・再生を促進す
る施設への改修に要する費
用に対する補助

➢ 補助率 2/3
➢ 上限額 100万円

補助制度について

山陽小
野田市

◼ 生活安全課
〇空家等跡地活用促進事業

 補助金（新設）

➢ 空家等を除却（解体）し、
跡地を店舗又は飲食店な
どに活用する場合に空家
等を除却する費用の一部
を補助

➢ 令和7年7月1日制定

➢ 補助率 4/5 
➢ 上限額 200万円

市内全域

空き家跡地の活用空き家活用

◼ 商工労働課
〇空き店舗等ニューアル
補助金

➢ 市内の指定地区に存
在する空き店舗等をリ
フォームする費用に対
する補助

 

➢ 補助率 1/2
➢ 上限額 100万円

 （セメント町のみ）

Aスクエア周辺
（セメント町商店街）

◼ 生活安全課
〇地域コミュニティス
ペース促進事業補助金

➢ 空き家を活用し、地域
コミュニティの維持・再
生を促進する施設への
改修に要する費用に対
する補助

➢ 補助率 2/3
➢ 上限額 100万円

例）
• 空き家を改修し、子ども
食堂を開設する場合に
空き家の改修費用の一
部を補助

空き店舗等リニューアル補
助金指定地区

空家等活用促進区域
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